
常磐沿岸地帯南部の段丘地形

馬 場 由 美 子

1.まえがき

筆者は 1966年から1967年にかけて茨城県水戸市から日立市南部にわたる地域の地形調査を行
*

をう機会を得たC その成果は既に報告されているが､本稿はその内の常磐沿岸地帯南部の日立役丘地域

を対象地域としてとりあげ､この地域に関して従来発表されている地形学 ･地質学的研究を検討し､そ

れらに対して新しい事実を付け加えそれによb更に詳しい研究を推し進める手がか鋸に夜9得ると考え

られる点について地形学的考察を試みたものである｡ 未だ調査も充分でなく更に広範囲にわたる考察が

必要であると思われ､未定稿であるが一応ここにまとめ､この′小論を本学教授渡辺光先生に御退官を記

念して献じ､先生はじめ先学諸氏の御批判 ･御教示を仰ぐ次第である0

尚､上述調査の機会を与え､種々御指導下さった本学式正英先生に深謝致します｡

2.従 来 の 研 究

阿武隈山地東縁には､海抜50mから207花-と徐々に海に向かって低下する平坦を海岸段丘地域が

2-3k7n巾で細長く発達 している｡ 海岸段丘は久慈川河口附近よb阿武隈低地まで連続しているが､本

稿対象地域は久慈川河口より宮田川 (日立)附近までとする｡

本地域の地形に関しては従来より多数の研究が発表されている｡山口貞夫 (参考引用文献3.4)は常磐

地域に海岸段丘が 3殴分布し､その内の 707n段丘又はT3 段丘が本地域に連続し関東における武蔵野

台地に対比せらるべきことを述べたが､広い地域についての記載の一部で簡略である. 渡辺久吉 (文献

5)は常磐沿海地帯に台地堆積層及び河成階段堆積層が在ると述べている｡ また､大森昌衛 ･鈴木康司

(文献6)は段丘堆積物をみとめて記載しているがいづれも第三紀層の地史学的研究である為､地形の

記載は成されていないっ大倉陽子 (文献 7)は本地域の北方､高萩附近まで含めた常磐沿岸地方南部に

*参考引用文献 (2)

- 59-



関して段丘堆積物の調査から段丘面の形成過程を明らかにしてい､る｡これは本地域の地形を主題とした

研究のはじめてのものであD,それまでの研究にくらペ詳細をものであるが,比較的広い地域を対象と

している為か地形面の分布のとらえ方及び上位,中位,下位という分類は簡略であると思われる｡ 噂に

下位段丘は北部にのみ分布する為本地域には上位及び中位の2段丘面しか分布Lをいことにをる｡ それ

に対して月塚爽平 (文献8)は大倉によって分けられた中位面につV)てふえんし,本地域に関しては中

位面を多賀面と桜川面に分け上位段丘を含めて合計 3段の段丘面が分布するとした｡以上のように本地

域における段丘面の分類 ･分布に関する研究は徐々に詳細なものになって来たが,本稿では､主に空中■･
*

写真判読及び現地調査によb得た新しい資料に碁き更に詳細夜段丘面の分類を行をい,その分布を明ら

かにし,更にその分類に応じて南の那珂川下流の地形面との対比を行なうことを目的とした｡

3.段丘面の分類及び分布

3･-1.段丘面の分類

段丘両を海抜高度,面の連続性,堆積物の状態等によりⅠからⅤの5段に分類した｡

第I段丘は阿武隈山地東部の最高位段丘で大倉 (1953)の上位面に等しい｡第II,第m,第IV段

丘両は見塚 (1957)の中位段丘面 (多賀面)に,第V段丘面は下位段丘面 (桜川面)に相当する｡

その内,第Ⅳ段丘面は第Ⅲ段丘面のすぐ下位にあれ 形成時期を第TTT段丘面とは異にすると考えられる

が,後述するように第Ⅲ段丘面に含めて考えられるので貝塚の分類した多賀面は主に第Ⅱ及び第m段丘

面の 2長引て分けられる0本相では,それぞれの段丘が標式的に分布する附近の地名を採れ 第II段丘面
**

を石名坂段丘･笥TTT段丘面を水木段丘,第V段丘面を成沢段丘と呼ぶO 各段丘の分布は図- 1に示してあ

る｡

次に既往の研究と重複するところもあるが各段丘面について細説する｡

3-2･段丘面の分布及び堆積物

最高位段丘 (第 Ⅰ段丘面) 本地域の西部,阿武隈山地東麓の海技 100- 130Tnに分布する｡

地表は著しく閃折を受け阿武隈山地よb東流する河川によb分断された丘陵性段丘で,約 0.5k7n平

方毎の緩斜面が断片的に海岸線に平行に並ぶ｡砂硬層は古生層及び第三系を載って堆積し,0.5-4cm.

径の円～聴円僚よb成るo層厚 1- 37n,傑層中に挟在する砂屑はかなり良く淘汰されて居b所によ

* 国土地理院の 1万分 1 (1961年撮影),九慈川以南に関しては 2万分 1 (1964年撮影)の

空中写真を陳周した｡

** 第V段丘面は日立多賀附近に最も広く拡がる面であD,当初は日立多賀段丘と呼んだが,貝塚

(1957)の多賀面と混同Lやすいので,成沢段丘としたが,余b適当で覆い｡
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図-1 常磐沿岸地帯南部における段丘分布図
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D一部偽層を成す｡従って大倉 (1953)が述べている通bこの段丘面は海岸段丘面であると解釈

される｡尚,砂磯層の上には厚さ約15cmの鹿沼浮石屑を挟む褐色ローム層が約 1.57n堆積する｡

石名坂段丘 (第II段丘面) 上述の最高位段丘の南東麓にあれ 海抜 60- 407nに分布する段

丘面｡既往の研究では ,いずれも第Ⅲ段丘面と同じに扱Vl,今まで一つの段丘面としてと9あげられ

夜かった面である.最高位段丘とは比高約407nの明瞭を急斜面で境される｡陸前浜街道 (国道 6号

棉)が九慈川低地にかかる附近 ,石名坂集落東部から南に向けて緩く傾斜している面が最も広い｡北

にいく程小規模で最高位段丘と同様 ,山地から東流する河川によb分断されている.石名坂集落の東

から茂宮に抜ける道路脇のカ ッテ ィングでは表層lmLがローム層 ,その下に径 2- 20cmの円磯が

0.57n堆積し,その下に径 1- 3cmの′J､円凍層を含む海成砂層が 2- 2.57n堆積する｡更にその下は

硬層で層厚約10m,直径 20-50cmの襟を含む｡粗く淘汰され ,扇状地位氾濫原の堆積相を示し,

第三系シル ト岩を載って堆積している｡また

石名坂の南方,南高野におけるポーリング資
I
料によれば表層に約 2- 2.5mのローム層,

その下 0.5- 1mに粘土またはシル トまじD

の砂層,その下に97n以上の牒層が堆積して

いろ(図-2)o すぐ下位の水木段丘 (第Ⅲ

段丘面)とは明瞭を崖をもって接してはいを

いが10-15771の比高をもつ｡以上から石

名坂段丘は河成段丘であると判断されるL,

水木段丘 (第m段丘面) 久慈町の北部

水木,大沼の附近に広く発達する｡本地域の

北部にいく程,東流する河川及び台地上の浅谷

の開折を受け海岸に直角方向に細長く延びる

線状の分布を示し､鮎川附近では断片的に散

-古座満席 石免 虎 轟高野
(TTL)

図-2 石名坂段丘面堆積物

在する｡下位の成沢段丘 (第Ⅴ段丘面)とは所々で急傾斜面をもって接し,その比高は3-5771である｡

海抜高度は南部で30-257n,北部で40-507n｡ 10- 20cm厚の浮石屑を挟む褐色｡-ム層が 1

-27n表層に載9,その下に第三系のシルト岩を載って砂棟層が堆積する｡この砂横層は久慈町の北東,

行戸附近では横径1-3cmの円硬層を挟む47nの砂層で,偽層を成しラミナの発達がみられる｡また,

北部の茨城大学=学部の東では約2771の砂層で下部に大きいもので10cm,多くは3-4cnL径の円横

層を40cm挟む.ここでも砂層は偽層を成し,明らかに海成である｡これは大倉(1953)が多賀面に関して述

べている通Dである｡

+常磐地下工業株式会社の行をった南高野住宅地質調査のポー1)ンク資料 (参考文献 2)
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図-3 常磐沿岸南部及び那珂川下流域の段丘分布
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水木段丘のすぐT位にあb水木段丘をふちどるように分布する第Ⅳ段丘面は,明瞭を急崖によb境さ

されることを く水木段丘から徐々に斬移する段丘面であるOこれは水木段丘が侵食されて形成された面

であ9,水木段丘と形成時期を異にすると考えられるが表層にJl'ミス層を挟む褐色ローム層を載せるの

で,その形成時期の時間的間隙は比較的小さく,しかも形成の規模も比較的小さいと判断される.

成沢段丘 (第V段丘面) 本地域の北部,日立多賀から成沢にかけて最も広く分布する｡段丘を構

成する砂礁層は第三系のシル ト岩を載って堆積し,鮎川附近で層厚2TTL,5-15cm径の亜円～亜角磯

よb成り問に 10cmの細砂層を挟む｡また相川附近では横径約5cm,磯層厚は 4mであり,いずれも氾

濫原性堆積相を示す.海抜高度は約507nから2377乙で西の山地から海に向けて低下し,表面傾斜は水

木段丘 (海成面)よ9急であD.水木段丘は比高 2-5TTLの比較的急を斜面に囲まれた孤立丘として小

面積づつ成沢段丘面上に分布するO また,成沢段丘の僚層上には Ⅰか らⅣまでの上位段丘に見られた,,'

ミス層を挟む褐色ロームは見られず,磯層上には 30- 80cm厚のシル ト又は二次的ロームが堆積して

いる.従って以上か ら本段丘は鮎川,大久保から河原子に流れる川,金沢川などによb西部山地から運

搬された砂襟が水木段丘を載って氾濫原状に堆積して形成された面と考えられる0月塚は桜川面 (成沢

段丘)は多賀面 (水木段丘)を切る扇状地であると述べ,筆者も同様と考えるが,山地側では多賀面を

おおうとしている. また,桜川面形成襟層である扇状地磯とロームが混合 しているところがあって,

一般的にいって鹿沼浮石屑を挟む褐色ロームと同時期に形成された面と述べているが,附図上では ?マ

ークも附されて居9その位置がわから食いのではっきbLないが,形成時期のよb新しい扇状地面が山

麓部において水木段丘をおおい扇状地硬が二次的ロームと混合している事実が認められる｡また,筆者

の行在った現地調査においては,構成磯層上には褐色ローム層は見当らなかった｡従って鹿沼パミス層

及び褐色ローム層を載せをV､面と考えられる｡

4.段丘面の対比
辛

那珂川下流及び九慈川下流における段丘面に関する地形学的研究は既にいくつか発表されている｡そ

の中で,大倉 (1955)が上 ･中位段丘面について,貝塚 (1957)が関東平野北東部の一部とし

て本地域の段丘面との対比を行をっているが,筆者は那珂川及び九慈川右岸下流域に関して本地域と同
**

様にして作成した徴地形分類図 を基に,前述の分類に従って対比を試みた｡

4-1.那珂川下流域の段丘面

段丘面の主をものは図-3に示したO那珂川下流域では主に4段の段丘面に分類される｡

* 参考文献 (2),(8),(9),80),的
** 参考文献 (2),茨城県水戸･日立地区地盤図(1)
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本稿ではその標式的夜分布地域の名前及び既往文献のものと一致する場合にはその名称を採り,上位の

ものから松ノロ段丘面,那珂台地面 (東茨城台地面),水戸上市段丘面,谷田段丘面と呼ぶ｡他に谷田

段丘面の下位及び那珂川 ･九慈川それぞれの谷底に現在の自然姫防と1-277Lの比高をもつ低位段丘面

が在る0
辛

枚ノロ段丘面 この面は既往の研究では那珂台地面に含めて考えられ,一つの段丘面としてとりあ

げられ75:かった面である｡海抜高度 50-401TL,那珂台地西部,所貫丘陵の南東端に接する部分に分

布するO段丘面の表層には2m厚のロ-ム層が載E/I,その下に粗砂で充嘆された 5-8cm径の亜円礁層

が 27n以上堆積するが,以下の堆積物に関しては,昨秋の調査時にも,よb良好な露頭の観察が出来ず,

未だ定かではない｡しかし那珂台地面との比高 5-10mで那珂台地面よb上位にあり,表面傾斜も大

きく,本段丘面を刻む谷は那珂台地面に連続した谷であるが台地上では比高1mの広い谷底をもった非

常に緩傾斜を谷であるの忙対し,谷底傾斜の急を侵食谷と在って居b明瞭に那珂台地面とは異在る段丘

面である.更に南の東茨城台地北部が友部丘陵と接する附近に,台地面からの比高 107n内外の高位面

が分布する,これを長瀬ら (参考文献 11)は赤塚台地と呼んだが,松ノロ段丘は赤塚台地と対比され

るのではをいかと考える｡ しかしこれは,赤塚台地に関しても堆積物等の検討が不充分であり後の研究

によらねばをら夜い｡

那珂台地面以下の段丘については,その分布範囲をどに関して各研究と異をるところもあるが,既に

詳述されているので簡略に述べる｡那珂台地面は東茨城台地と同様で,第三紀シルト岩の基盤岩をきっ

て堆積した厚さ187n以下の砂襟層 (見和層と呼ばれ成田層群に対比される)よb成D,表層に浮石屑

を挟むローム層が載る｡水戸上市段丘面は水戸上市の市街地が立地する段丘面で,九慈川右岸に発達す

る額田 ･瓜連の集落が立地する段丘面及び那珂川左岸 (中台附近)の小段丘面に対比される｡成田層よ

り成る台地を刻み,那珂台地との境は西部では不明瞭と怒るが東部では1-21nの比高をもつ崖であるo

段丘磯層は4-10771厚で,表層に鹿沼浮石屑を挟むローム層が2-47n堆積するO谷田段丘は東茨城

台地北東部縁辺,水戸段丘の下位に分布し,小規模である｡段丘磯層は3-5cm径の小磯で層厚2mL,

僚層上には約17nの褐色ローム質土層を載せるが上位面に見られる浮石屑の堆積が認められず,一次的
**

火山灰性ロームで夜いと考える｡

4-2.対 比

本地域の最高位段丘面 (第 Ⅰ段丘面)は,開析の進んでいること,海抜高度をどから観て,那珂川,

* ′小池 (1961)は那珂台地西方において海抜 557n附近に傾斜変換線がみられ,これが海岸平野

(即ち那珂台地)形成時の旧汀線を示すと述べている｡

** 貝塚 (1957)は谷田段丘の上にもLI L2 (那珂台地面及び水戸上市段丘面を蔽うロ-ム層と

同じ)のローム層が載ると述べているが,筆者はこれをみとめることが出来をかった.
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*
久慈川下流域において対比される面は上述の段丘面中には存在し夜い｡大倉によbT面 (見場はDL)

に対比されたが,筆者も同様に考え,洪積世前期に形成されたと考える｡

石名坂段丘 (第Ⅱ段丘)は水木段丘との関係において,那珂台地面と同様の関係にあると考えられる

松ノロ段丘に対比される｡石名坂段丘裸層の堆積時期については,第三系をきって堆積する磯層で,層

厚が 67n以上と厚く,しかも20- 50cm径のかをb大きを襟を含み,氾濫原性堆積桶を呈し,その上

に海成の砂層及び小円硬層を薄く載せること,石名坂集落よbI化万に分布する面は小規模であb阿武隈

山地から東流する河川によD形成されたと考えるが,南端の最も広い而'は,大磯を含む多量の横を運搬

堆積し得たものとして,久慈川により形成されたとしか考えられ貴いこと,海抜 40-60mで成田層

から成る水木段丘よbかなb上位にあることから,水木段丘形成時以前及び最高位段丘形成後,即ち洪

積世前期から中期にかけての時期と考える｡

水木段丘面 (第Ⅲ面)を構成する砂層は成田層叉は見和屑で,鹿沼浮石屑を挟む褐色ローム層に被覆

されていることから那珂台地両,東茨城台地面に対比される｡ 大倉によbM面に,月塚によbDula面

に対比されているが,筆者も同様に考える｡

第Ⅳ段丘面は第Ⅲ段丘両との関係から水戸上市段丘に対比される｡大倉 (1955)によb久慈川下

流域における下位段丘として分類 され, M 血 とPost Loam面 と の中間面に位置付けられた面とほ

ぼ同様である｡

成沢段丘 (第V段丘面)は,水木段丘 (第1Tl段丘面)を載る扇状地性氾荘原の堆積面で一次的火山灰

性ローム層によb被覆されないことから,谷田段丘面に対比され,Post IJOamの面と考える｡

5.ま と め

以上の事実から本地域の段丘面の分布及び形成過程に関､して,既往の研究と鑑て特に留意すべき点に

つLへて述べる｡

(1)本地域の段丘面は主に最高位段丘 (第 Ⅰ段丘面),石名坂段丘 ,(第II段丘面),水木段丘 (第Ⅲ段

丘面),成沢段丘 (第Ⅴ段丘面)の4段に分類される (その分布は図-1に示してある)｡ 大倉 (1953)

の分類による上位両は第 Ⅰ面,中位面は第m面に,月塚 (1957)の中位面 (多賀而)は第m面,下

位而 (桜川面)は第V両に相当する｡従って第Tl面については今まで分類されて屠らず,第Ⅲ面に含め

て考えられていたo

(2) 第11両 (石名坂段丘面)紘,第Ⅲ段丘面 (高匿 30- 25m) よb上位にあり海抜高度 50-30771

で窮三系シルト岩を裁って堆積した 屈原6-9mの磯層及びその上の2-37n厚の細砂層よb成D,磯層中には

* 貝塚 (1957)によると,本稿対象地域外であるが,那珂台地西方の所貫丘陵,更に南の友部丘

陵に対比されている｡
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20-50cm径の大き夜磯が含まれ扇状地性氾濫原堆積相を示すことから,明らかに,海成砂属し成田層)よb成

る第Ⅲ段丘面から区別され特に,南端の広い面は九組 胴こよ相銀乾された河成面であるOその形成時期は第Ⅲ段丘

堆横棒(成田層堆積時)以前であ9第Ⅰ段丘堆積(洪積世前期)以後と考えられるo

(3) 第Ⅴ面 (成沢段丘面)は阿武隈山地よb東流する桜川や鮎川による扇状地性氾濫原堆積物よb成り,

上層には上位面に認められた鹿沼パミスやローム層が載らず,第Ⅱl面を載って堆積したpost Loam

の河成面である｡第Ⅴ面が発達する地域の山麓部には形成時期の更に新しい小扇状地が第Ⅲ面の一部を

かかって堆積するo

(4)本地域の南の那珂台地が所貫丘陵と接する附近に那珂台地面よb高位の面が認められ,これを松ノ

ロ段丘とした｡更に南の東茨城台地北部において友部丘陵と接する部分に高位面 (赤塚台地)が認めら

れ ,両者は台地面に対し同様の関係にあ_り対比されると考えるが,更に本地域の石名坂段丘(第II而)

に対比される｡

(5) 那珂台地下流域における台地 ･段丘は,高位よ9枚ノロ段丘面,那珂台地面,水戸上市段丘面,令

田段丘面に分類されるが,高度,分布及び堆積の状態から,それぞれ本地域の第Ⅱ (石名坂),第Ⅲ

(水木),第Ⅳ,第V (成沢)各段丘面に対比される｡従って本地域及び那珂川下流域には下末吉期に

形成されたと考えられる海成の成田層 (見和層)より成る水木段丘,那珂台地,東茨城台地が広く拡が

9卓越しているが,これらの面に対して上位及び下位に河成面が認められる｡下位の河成段丘は那珂台

地をどの海成面を刻んで形成された段丘で,鹿沼浮石屑を挟むローム層にお わゝれる面 (水戸上市段丘

等,第Ⅳ段丘面)及びお わゝれていをい面 (成沢段丘をど,第V段丘面)である｡上位の河成面は現在

形成されつ あゝる小扇状地面 (本地域北部のみ)と,洪積世前期VC堆積した海成層よb成る第Ⅰ段丘面形成

級,成田層堆積前 に形成 された旧い.河成の段囲面 (第 Ⅱ段丘面)がある｡特に,この段丘面に

ついては今まで述べられて居らず,これから更に広範囲の詳しV}調査が必要である｡
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